
2026 年 3 月 8 日            （第２聖日）                   vol.68No.10 

9日(月)   9:30  聖書を読む会理事会 
11日(水)  10:00  オリーブ会 
           13:00  讃美歌を歌う会 
12日(木)  10:30 朝の祈り会 
13日(金)   6:30  早天祈祷会 

                  13:30  小羊会 
       14日(土)  14:00 浴風会キリストの会 
    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
         

 

                                

                                      

 

≪2026 年年間聖句≫ 

「しかし、まことの礼拝者たちが、御霊と真理によって父を礼拝する時が来ます。 
今がその時です。父はそのような人たちを、ご自分を礼拝する者として求めて 
おられるのです。」                ヨハネの福音書 ４章２３節  

礼 拝 順 序 

司会：芝坂佳姉       受付：山田姉・中西姉  

奏楽：清水姉・関口泰姉   献金：谷口姉(祈り)・清水師 
礼拝前祈祷               一 同 

 前   奏 「起きよ 物見の声きこゆ」 奏楽者 

 招   詞             司会者 

※賛   美 福音讃美歌 ２７９番  一 同 

 開 会 祈 祷      司会者 

 主 の 祈 り       一 同 

 交   読 イザヤ書 46章３～13節 

  （旧約）2017版 1246頁 一 同 

 讃   詠 福音讃美歌 １６番     一 同 

 聖    書 マタイの福音書 11章28～30節 

  （新約）2017版 21頁  司会者  

  賛   美  福音讃美歌 ４１５番    一  同 

            《換気》  

信 仰 告 白    一 同  

牧 会 祈 祷           青山潤師 

宣   教 「疲れ、重荷を負っている人は」  青山潤師   

賛   美 福音讃美歌 ４２６番  一 同 

 献   金                    一 同 

※頌   栄 福音讃美歌 ２６９番    一  同 
※祝   祷         青山潤師 
※後   奏 

   報   告 

※印は、可能な方はご起立下さい。 

本日の予定 

 10:15  奉仕者祈祷会 

10:20   賛美練習 

10:25  礼拝前 静思の時 

10:30  礼拝 
11:45  教会学校/新来会者クラス 

   読書会、部会 
 

来聖日の予定 

   礼拝 

   教会学校/新来会者クラス 

   清水師ご夫妻感謝会 

   ＢＳ育成会総会      

      （3/15 昼食は注文制） 
 
 
今週の奉仕             次聖日の奉仕  

生  花：佐野香姉        司 会：藤井兄       配 信：大野兄・佐野兄 

トイレ掃除：島津兄姉        奏 楽：児島姉        献 金：清水姉・谷口姉 

掃  除：多井姉・児島姉     受 付：瓜生姉・鈴木姉    プロジェクター：藤原姉 

今週の集会等 

  

今週の宣教  

「疲れ、重荷を負っている人は」                                                                                                                       
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 週 ３月15日(日) 

(招詞 詩篇100篇) 

福音讃美歌  279,16,415,303,271 
交 読  詩篇 23篇 
聖 書 ヨハネ 18:16～18,25～27 
                21:15～17 
宣 教 「わたしの羊を飼いなさい」 
               清水正夫師  

礼拝５分前に着席し、 

祈りつつ礼拝に備えましょう。 



今週のみことば   
                        

「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。 

わたしがあなたがたを休ませてあげます。」 

（マタイの福音書 11 章  28 節 ） 
 

 
 
 
 
  
 
 

 

報  告 

1. 【礼拝】 礼拝前の 10：20から５分間、礼拝で用いる賛美１曲を練習します。 

     本日の昼食は有ります。 

2. 【感謝会昼食】   来聖日、清水正夫師・玲子姉の感謝会を行います。昼食の購入を希望される方は１階 

に掲示している用紙にご記入ください。本日締め切りです。 

 

3. 【奉仕当番表】  ４～６月の奉仕当番表を掲示しています。変更は３月 22日（日）までにお願いします。 

4. 【受難節】  4/2まで受難節（レント）になります。イエスの十字架を特に覚える期間です。 

 

5. 【能登半島地震】  輪島聖書教会（牧師：荒川康司師）の災害支援として募金箱を設置しています。 

6. 【牧師休暇】  3/10(火)～18(水)牧師は休暇となります。 

         3/11(水)の祈祷会はお休みします。3/12（木）の祈祷会は行います。 

 

7. 【教会とは】  「最後に、神に賛美すること。このことは、私たちの間でどれだけ顕著だろうか。組織化され 

た技巧的な賛美のことではない。私が言っているのは、心から湧き上がる賛美である。神に 

感謝せよ。神は、私たち最悪の罪人を顧みて下さった。チャールズ・ウェスレーとともに叫 

ぼう。『あり得べきことか、私が救い主の血潮にあずかるというようなことが。彼は死んでくだ 

さった。私のために。彼を痛めた私のために。死へと追いやった私のために。ああ驚くべき 

愛！』」                                                          （『教会とは何か』ロイドジョンズ, p42） 

 

8. 【みことばの光】  今週のみことばの光による、聖書通読箇所は以下の通りです。聖書を読みましょう！  

8日 民数記  34章、 9日 35:1～8、 10日 35:9～34、 

11日 36章、 12日 ローマ 1:1～7、 13日 1:8～17、 14日 1:18～32                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

初めて礼拝にご参加の方、求道中の方へ 

ようこそお越しくださいました。みなさまを心から歓迎いたします。祈りのときは、黙祷し、共に心を 

合わせてくださると感謝です。献金は神さまへの感謝のささげものです。強制ではありません。 

ご相談や聖書の学びを希望される方は、遠慮なく牧師までお申し出ください。 

 

 

 


